
ち～

亜 硫 酸 パ ル プ廃 液 に 関 す る研 究

第 5報 色 調 に つ′い て

木材化学第 1研究室 小 林 穆

(昭和36年 5-月31日受理)

KiyoshiKoBAYASHI･.StudiesontheSulfiteSpentLiquorV.ColorChara-

cteristics

緒 育

`亜硫酸パルプ廃液の色調は主 としてその含有するリグニン物質によるものであるとされてい

る｡

･元来亜硫酸パルプ廃液の色調そのものは生物化学的酸素要求量や水棲生物への害毒 とさして

関係抜ないのであるが,その特徴のある色調は河川湖沼に放流 されるとき相当遠距離まで認め

られるものであり,その水域が,公共用水,工業用水等着色を嫌 う場合,或は遊泳,釣魚等 リ

クリエーションの場である場合などほ勿論であるが,.着色,泡立ちの如きは何れも誰れでも認

め得るものであり,有害 と考へられ勝で常に問題 とされるわけである｡

亜硫酸/i/レプ廃液の色調 も亦,原料木材の樹種,蒸解条件などによって,異るのは当然であ

るが,一般に針葉樹の廃液は淡色であり,広葉樹の廃液は濃色である｡ 叉酸性側で淡色であり

アルカリ性側で濃色である｡

亜硫酸/りレプ廃液 (SSL)King民法によって分離 した Lignosulfonica,,cid,BenzenEx-

tract,およびCellophaneによって透析を行つ声,糖類の大部分 と (原廃液の約70%を含む),

Lignosulfonateの一部 (約30%)を含有する透過液について二,三の実験を行ったので報告

する｡

実 験

試料の調製 アカマツ (PinusdensijloraS.etZ.),ブナ(Faguscren･aiaBlume),カバ

(BeiulaTaushiiKoidz)の亜硫酸パルプ廃液を IG3の GlassFilterで炉過 し浮遊物その

他を除去 し試料 とした｡

透過率は各試料を適度の濃度 とし,Beckmanspectrophotometer(島津製作所製 QB,50

型)を用い常法により,10坐標法に従い,各々について percent透過率で 表はし･ これか

ら,三色刺戟値,Ⅹ,Y,Z,三色系数 (trichromaticcoefhcient)Ⅹ,y,I,を算出し, これ

らより色度図 (Chromaticitydiagram)から主宰波長,純度を知る1'｡

1) 原廃液の色調

前記試料を ＼1/100に希釈 した溶液の percenttransmittancyvalueは 第 1表に示す如 く

で Luminocity(Y)はアカマツが最 も明るく,主宰波長はブナが最 も短 く,緑色を帯びてい

るのを認める｡更に purityはブナが最 も低い｡従って三者のうちブナが最 も暗色であり色調
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Table1 ColorCharacteristics.SulfiteWasterLiqu()r(1:10,0).
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も濃 く感ぜられるのを認める｡

三者の透過率曲線は第 1図に示す如 く,カバ,ブナはよく似てお りアカマツほ,透過率大で

淡色であることを示す｡

2) LignosulfonicAcid の色調

亜硫酸 /りレプ廃液の色調は主 として, リグニン,物質によるものとされているので,King民

法によって LignosulfonicAcid を分離 し, (第 2表) これを水に溶解 した溶液の透過率曲線

は第 2図に示す如 く, この場合もカバ, ブナの Ligninsulfonicacid溶液は同一傾向を示

し,主宰波長 も等 しく,色相は黄色を示す｡アカマツほこれ と異 り,特に 500mβのところに

一つの max を認めた｡主宰波長は長 く,色相は黄燈色を示す,明度,純度はそれぞれ差はあ

るがやは りブナは濃 く感ずる｡

Table2 SeparationofLignosulfonicAcidinSul負teSpentLiquor.
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3) 透過液

LignosulfonicAcidが色調の主体をなすものであるとされてはいるが,糖類およびその関一

連物質もある程度は廃液の色調に関与するものであろうと考えでさきに糖類分離のため透析を

行った際の透過液 (糖類の約70%リグニンの30%以下移行せるもの)については,三者全 く同

一傾向を示 し,只ブナの明度は高 く純度は低い,アカマツ,カ/;ほよく一致しているのを認め

る｡第 3囲｡

4) Benzenextract

ベンゼン抽出物即ち樹脂,油脂類 も色調に影響を 与えるものと考え廃液を Soxhlet液体抽

出器により抽出した｡アカマツの樹脂は廃液中には殆んど来ないとされているが事実量 も少 く,

全域に亘って90%以上の透過率を示す,カバは抽出量は多いが透過率曲線の傾向は全 く,ブナ

と同一傾向を示す去純度埠三者同一であるが明度には相当差があり,主宰波長は,アカマツ,

カバが小で緑色を帯びでいる｡ 寛 4図｡

尚これら廃液,Lignosulfonicacid,透過液,抽出液の ColorCharacteristicsを表示すれ
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ば第 3表の如 くである｡
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Table3 ColorCllaraCteristics.
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鰭 請

亜硫酸パルプ廃液の色調は Lignin物質,糖類,樹脂類,及びその関連物質な羊によるもの

と考へ,これらについて ColorCharacteristicsを検討 した｡二,㌦≡幾分緑色,或咋一位色がか

ったものはあったが何れも,黄色領域を主宰波長 としてお り,や は り LignosulfonicAcid溶

液は最 も準厚顔色調を呈上, ブナ廃硬は明度低 く･暗色を望 し,カ/ミ廃液は特にベ ンゼ ン抽出

物は多いがよく敷似十た性質を示亘 ｡アカマツは何れの場合 も透通率は大で淡色を示 したO

現在では廃水処理基準などにお炉 ては色調は全 く考慮 されていない｡水量豊富な河川にさし

た量でない廃水が流入するの一首あれ嘩問題はないが亜硫酸廃液の如 く,特徴のある色調を有 し

廃水量の多い場合は),たとへ着色物そのものは有害な性質榛な′くとも･放流先が公共用水,工

業用水の如 くであれば相当問題 と.されることと思 うし又普通の廃水処理法では着色は殆んど除

かれないO これを除去 し凍づ とすれば膨大な経費を必琴 とする ことと考へられるO放流河川の

現状 と考へ合せて,エ廃液の最適な段階に於て, それぞれ 適切な 処理 を行 うべきであると考え

る｡ ., p-､.

R6sum6

∫
-,.The一...Sulatespentliquor(SSL')co去tains..a-boutfdrty･eight.tosixtyper,centof

the:raw-woodc?PPOnentSPlusthee葺cessChemicalsused'in,digestion･Although

theemphasison by-produdtretovery二′continues,this革pprOaCh doesnotappearI

tobeanall-oversollutionfortheindustry,becauseofthelimitedmarketforby-

product.SotheSSL is【discharged into.thestream andthepolltltionalproblems

mayOCCur･

Whilethecolormay actually beharmlessi-thosewhoseeitin astream

frequentlycomplainthemostseriouspbllutingelement.

TheノLstudieson thecolorcharacteiisticsoftlieSSL werecarriedoutonthe

pollutionalstandpoint.

ThedarkcoloroftheSSLismailllyattributedtblignin,Somewhattobenzen

extractcomponentsand,carbohyqrates･

Thecolorofthehard woodSSL,ingeneral,isdeeperthanthatofthesoft

wood.

Thedominantwavelength,luminance,purity,and,transmittancyvalueof

theSSHlignosulfonicacid,diffusate(mainlycarbohydratescontended)andbenzen

extractaredetermined. (TableIII).
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